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第
四
百
六
十
四
回 

青
葉
会
句
会
選
句
表 

 

令
和
六
年
十
二
月
十
九
日(

木)  
 

納
会 

場
所
：
世
田
谷
区
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

 

選 
 
 

者 
川
口
孤
舟 

投
句
・
選
句 
今
井
紀
久
男 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

熊
谷
く
に
お 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

 

山
内
天
牛 
渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 

伊
賀
山
そ
ら
お
、
梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

 
 
 
 
 
 

山
田
け
い
子 

山
本
三
恵 

【
互 

選 

句
】 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

選
者
欄
の
○
は
選
者
の
「
天
」 

 
 
 

十
四
点 

み
ど
り
児
の
丸
い
欠
伸
や
小
春
風 

  

孤
舟 

 
 

（
そ
・
〇
く
す
・
五
・
と
・
た
・
孝
・
清
・
康
・
己 

ゆ
・
け
・
亜
・
天
・
三
） 

 

十
二
点 

縄
跳
び
の
子
等
残
照
を
使
ひ
切
り 

 
 

孤
舟 

 
 

（
く
す
・
〇
く
・
〇
五
・
〇
康
・
堂
・
〇
び
・
〇
允
・ 

百
・
〇
啓
・
〇
正
・
け
・
三
） 

 

十
一
点 

調
弦
の
ご
と
雪
吊
の
組
み
上
が
る 

 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
五
・
健
・
清
・
己
・
堂
・
國
・
び
・
百
・ 

〇
昇
・
啓
） 

 

十
点 細

き
指
冬
至
南
瓜
に
立
向
か
ふ 

 
  

盛
雄 

 
 

（
紀
・
忠
・
く
・
五
・
千
・
〇
孝
・
び
・
百
・ 

け
・
亜
） 

 

八
点 

◎
賀
状
書
く
こ
の
万
年
筆
五
十
年 

 
 
    

健
介 

 

（
紀
・
忠
・
孤
・
千
・
國
・
隆
・
允
・
盛
） 

◎
煤
逃
げ
の
親
子
床
屋
で
鉢
合
せ 

 
 
 
 

康
敏  

（
紀
・
孤
・
五
・
〇
と
・
〇
堂
・
昇
・
啓
・ 

〇
三
） 

◎
時
雨
る
る
や
人
力
車
夫
の
雨
合
羽 

 
 
 

啓
子 

 

（
紀
・
く
す
・
孤
・
千
・
清
・
昇
・
け
・
天
） 

 

七
点 鯛

焼
き
を
英
語
で
売
買
人
形
町 

 
 
 
 

正
明 

 

（
忠
・
健
・
龍
・
堂
・
隆
・
天
・
盛
） 

◎
旅
路
来
て
一
期
一
会
の
囲
炉
裏
端 

 
 
 
 

昇  

（
そ
・
孤
・
た
・
清
・
康
・
國
・
允
） 

曰
く
あ
る
マ
フ
ラ
ー
ば
か
り
失
く
し
け
り 

亜
也 

 

（
紀
・
忠
・
孝
・
〇
龍
・
康
・
堂
・
隆
） 

 

六
点 

◎
小
話
で
始
ま
る
句
会
年
の
暮 

 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
紀
・
忠
・
孤
・
く
・
と
・
隆
） 

◎
天
上
に
身
動
ぎ
も
せ
ず
寒
の
星 

 
 
 
 
 

昇  

（
そ
・
孤
・
孝
・
龍
・
啓
・
け
） 
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長
旅
を
終
へ
て
柚
湯
に
溶
く
る
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
・
清
・
允
・
百
・
啓
・
盛
） 

ベ
ン
ジ
ン
の
香
ふ
と
懐
か
し
き
懐
炉
か
な 

 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
忠
・
孝
・
己
・
正
・
昇
） 

 

五
点 薪

は
ぜ
る
音
合
の
手
に
炉
辺
話 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
そ
・
己
・
堂
・
百
・
昇
） 

酌
み
交
わ
す
九
谷
の
猪
口
や
忘
年
会 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
紀
・
く
・
た
・
正
・
昇
） 

北
風
の
坂
吹
き
上
ぐ
る
港
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
〇
そ
・
紀
・
健
・
國
・
亜
） 

山
の
湯
の
羽
化
登
仙
や
雪
見
酒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
・
健
・
允
・
亜
・
〇
盛
） 

忘
れ
た
き
こ
と
浮
き
沈
み
ゆ
く
柚
子
湯
か
な 

 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
と
・
孝
・
ゆ
・
び
） 

 

四
点 カ

ー
ド
キ
ー
挿
し
極
月
の
扉
開
け 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
五
・
健
・
康
） 

新
し
き
聖
衣
の
司
教
冬
の
パ
リ 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
と
・
啓
・
天
） 

合
格
の
嬉
し
き
知
ら
せ
冬
椿 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

仝 
 
 

（
た
・
隆
・
允
・
天
） 

燃
え
盛
る
炎
と
紛
う
冬
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
紀
・
く
・
己
・
ゆ
） 

◎
登
山
口
竿
も
て
塞
ぎ
山
眠
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
孤
・
千
・
康
・
清 

） 

歌
舞
伎
座
の
総
見
席
に
年
惜
し
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
忠
・
く
・
正
） 

は
た
き
持
つ
和
尚
に
歳
暮
渡
し
け
り 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
允
・
昇
・
盛
・
天
） 

 

三
点 舞

妓
の
番
傘
下
京
は
雪
と
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
そ
・
康
・
天
） 

雪
催
古
き
家
並
の
堅
固
な
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
く
す
・
び
・
亜
） 

短
日
や
遺
影
の
母
に｢

帰
っ
た
よ｣

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
己
・
〇
び
） 

来
客
の
途
絶
え
て
久
し
冬
ざ
る
る 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
く
す
・
び
・
正
） 

友
黄
泉
へ
さ
み
し
き
師
走
寒
さ
沁
む 

 
 
 
 
 
 

國
護 
 
 

（
そ
・
堂
・
ゆ
） 

銀
杏
濃
く
並
木
の
奥
に
青
い
空 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
千
・
た
・
己
） 

山
宿
の
扁
額
解
け
ず
年
詰
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
紀
・
亜
・
三
） 

芋
名
月
語
れ
ば
尽
き
ぬ
宰
相
論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
〇
健
・
啓
・
隆
） 

今
持
て
る
物
で
満
足
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
健
・
ゆ
・
隆
） 

晴
れ
渡
り
晴
れ
渡
り
け
り
師
走
空 

 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
く
・
と
・
百
） 

祖
母
の
味
再
現
せ
ん
と
鴨
の
汁 

 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
と
・
國
） 

 

二
点 裏

山
の
柿
狙
ひ
を
る
鳥
数
多 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
龍
・
國
） 

菰
巻
樹
や
松
が
腹
巻
き
を
し
て
る
や
う 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
盛
） 

義
士
の
日
や
刻
々
変
は
る
雲
の
形 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
五
・
け
） 

風
に
舞
ふ
落
葉
も
ゆ
か
し
乾
門 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
た
・
三
） 

何
せ
む
に
落
葉
け
ち
ら
し
鳩
猛
進 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
く
す
・
け
） 

て
っ
ぺ
ん
に
か
た
ま
る
五
つ
木
守
柿 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
ゆ
） 

オ
ペ
ラ
観
て
感
慨
は
て
な
き
暮
の
街 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
紀
・
國
） 

冬
夕
焼
富
士
お
と
こ
ぶ
り
一
段
と 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 

（
紀
・
ゆ
） 

木
星
や
衝
の
輝
き
冬
夜
空 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
龍
・
百
） 
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一
点 

◎
凍
雲
に
蔵
王
山
頂
白
化
粧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
孤
） 

ス
ル
メ
炙
る
薪
ス
ト
ー
ブ
が
懐
か
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
  

 

（
紀
） 

一
年
の
知
人
の
死
知
る
十
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
正
） 

冬
の
夜
拍
子
木
音
通
り
過
ぎ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
正
） 

冬
ざ
れ
の
圓
（→
園
）
に
真
紅
の
梅
擬 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

（
三
） 

北
浜
の
風
に
舞
ひ
飛
ぶ
冬
鴎 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
清
） 

 
 
 
 

寒
風
に
肩
を
狭
る
埋
立
地 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
亜
） 

◎
カ
サ
コ
ソ
と
舞
う
落
葉
よ
り
微
香
か
な 

 
 
 

  
 
 

 

千
恵 

  
 
 
 

（
孤
） 

時
雨
降
る
嵯
峨
野
に
デ
ビ
ュ
ー
「
果
蔬
図
巻
」 

 
 
 
 
 

仝 
 

  
 

（
紀
） 

日
記
買
う
十
年
無
理
と
五
年
用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
龍
） 

◎
廻
り
く
る
母
の
供
養
や
三
歳
（
み
と
せ
）
の
冬 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
   

（
孤
） 

顔
見
世
や
花
街
総
見
艶
や
か
に 

 
 
 
 
 
 
   

 
 
 

仝 
 
 
  

（
紀
） 

木
々
の
枝
残
る
葉
も
な
し
冬
茜 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

仝 
 
  

（
く
す
） 

白
浪
や
思
い
が
け
な
い
訃
報
来
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

（
た
） 

愛
で
お
れ
ば
家
主
手
折
る
や
石
蕗
の
花 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
千
） 

掛
軸
に
先
祖
偲
び
つ
師
走
酒 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
紀
） 

賀
状
書
く
毎
年
減
る
も
心
込
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
孝
） 

早
明
戦
ラ
ガ
ー
ぶ
つ
か
り
冬
の
汗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
龍
） 

能
登
の
人
恙
な
し
か
と
賀
状
書
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
   

  

（
盛
） 

冬
の
夜
の
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
日
本
海 

 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

  
 
 

（
び
） 

風
強
く
鵯
の
合
戦
浚
ひ
ゆ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

啓
子 

 
 
  
（
三
） 

小
春
日
や
天
蓋
開
け
て
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
  

 
 

（
千
） 

冬
陽
浴
び
客
も
ま
っ
た
り
世
田
谷
線 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

  
 

（
紀
） 

境
内
の
落
葉
掃
除
や
麻
袋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
  

 

（
び
）  

松
葉
蟹
食
い
に
息
子
は
出
雲
路
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
紀
） 

真
似
事
の
ヨ
ガ
体
操
や
冬
う
ら
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
紀
） 

 
 

 

  
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖ 

【
句 

評
・
短 

評
】 

十
四
点
句 

み
ど
り
児
の
丸
い
欠
伸
や
小
春
風 

  
 
 

孤
舟 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
可
愛
い
口
を
大
き
く
開
け
る
、
の
ど
か
な
景
色
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
丸
い
小
さ
な
お
口
が 

可
愛
ら
し
い
で
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
赤
ち
ゃ
ん
の
屈
託
の
な
い
欠
伸
、
微
笑
ま
し
い
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
小
春
日
の
赤
ち
ゃ
ん
の
欠
伸
。
小
さ
な
口
を
ま
ん
丸
く
開
け
て
、
可
愛
い
で
す
ね
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
丸
い
」
が
赤
ち
ゃ
ん
の
口
や
表
情
を
捉
え
て
絶
妙
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
あ
と
は
何
で
も
良
い
。
丸
い
欠
伸
が
全
部
で
す
。 
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十
二
点
句 

縄
跳
び
の
子
等
残
照
を
使
ひ
切
り 

 
 
 
 

孤
舟 

 
く
に
お
さ
ん
・
・
日
が
沈
ん
で
も
ま
だ
縄
跳
び
に
に
興
じ
て
い
る
元
気
な
子
ら
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
縄
跳
び
、
特
に

「
大
縄
跳
び
」
は
今
の
街
中
で
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
懐
か
し
い
景
で
す
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
元
気
な
子
供
ら
の
、
弾
む
よ
う
な
縄
跳
び
の
声
が
し
て
い
た
が
、
は
や
日
も
落
ち
、
暗
く
な
っ
た
。 

「
使
い
切
り
」
が
巧
み
で
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
昭
和
期
に
は
道
路
で
女
児
達
が
暗
く
な
る
ま
で
縄
跳
び
や
ゴ
ム
飛
び
に
興
じ
て
い
た
。
中
七
・
下
五
の 

表
現
が
秀
逸
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
残
照
を
使
い
き
り 

で
頂
き
ま
し
た
。 

び
ん
さ
ん
・
・
・
往
時
は
男
の
子
な
ら
ベ
イ
ゴ
マ
か
凧
揚
げ
か
。
今
は
そ
の
影
も
な
し
。「
残
照
を
使
い
切
り
」
が
見
事 

で
す
ね
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
残
照
を
使
い
切
り 

の
表
現
が
と
て
も
良
い
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
縄
跳
び
に
夢
中
に
な
っ
て
ま
だ
見
え
る
よ
ま
だ
見
え
る
よ
・
・
子
等
の
息
遣
い
ま
で
聞
こ
え
て
き
そ 

う
で
し
た
。
私
も
そ
う
で
し
た
か
ら
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
か
つ
て
は
よ
く
見
ら
れ
た
景
。
日
が
暮
れ
る
の
を
、
残
照
を
使
い
切
る
と
発
想
さ
れ
て
の
下
五
。
夕
陽
の
中 

を
遊
ぶ
子
等
の
心
の
動
き
ま
で
も
が
こ
の
下
五
で
活
き
活
き
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

十
一
点
句 

調
弦
の
ご
と
雪
吊
の
組
み
上
が
る 

 
 
 

 

孤
舟 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
芸
術
的
に
縄
を
張
る
様
を
上
手
く
捉
え
ら
れ
て
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
喩
え
が
抜
群
！ 

百
合
子
さ
ん
・
・
雪
吊
か
ら
調
弦
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
な
ん
て
！ 

昇
さ
ん
・
・
・
ぴ
ん
と
張
ら
れ
た
雪
吊
。
調
弦
の
喩
え
が
絶
妙
。
美
し
い
音
色
が
伝
わ
っ
て
来
そ
う
で
す
。 

 

十
点
句 

細
き
指
冬
至
南
瓜
に
立
向
か
ふ 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
私
は
幾
つ
に
も
切
り
分
け
ら
れ
た
カ
ボ
チ
ャ
を
買
い
ま
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
南
瓜
を
切
る
時
は
慎
重
に
怪
我
を
し
な
い
よ
う
切
れ
る
包
丁
を
使
い
ま
す
。
そ
の
心
理
状
態
が
立
ち
向 

か
ふ
と
い
う
表
現
に
現
れ
て
ま
す
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
運
を
呼
ぶ
た
め
に
か
弱
き
女
性
の
身
な
が
ら
、
堅
い
冬
至
南
瓜
を
料
理
し
よ
う
と
す
る
気
概
が
感
じ
ら 

れ
て
見
事
。「
細
き
指
」
と
「
立
ち
向
か
ふ
」
が
対
称
的
で
良
い
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
私
の
指
は
太
い
で
す
が
、
南
瓜
に
立
ち
向
か
う
こ
の
句
の
意
味
に
納
得
！ 

亜
也
さ
ん
・
・
・
「
立
ち
向
か
ふ
」
が
効
い
て
い
る
。
作
者
の
目
線
に
あ
る
奥
様
へ
の
愛
。 

 

八
点
句 

賀
状
書
く
こ
の
万
年
筆
五
十
年 

 
 
 
 
 

健
介 

 

孤
舟
選
者
・
・
・ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ

よ
り
万
年
筆
の
方
が
、
深
い
思
い
を
込
め
た
字
が
書
け
そ
う
だ
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
長
い
間
使
っ
て
い
る
万
年
筆
へ
の
愛
情
が
溢
れ
て
ま
す
ね
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
書
き
古
し
万
年
筆
で
賀
状
書
く
」
で
も
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
小
生
の
は
西
ド
イ
ツ
製
で
し
た
。 
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煤
逃
げ
の
親
子
床
屋
で
鉢
合
せ 

 
 
 
 
 
 
 
  

康
敏  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
煤
逃
げ
の
逃
走
先
（
？
）
が
同
じ
床
屋
と
は
何
ん
と
バ
ツ
の
悪
い
こ
と
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
面
白
い
季
語
、
ち
ょ
っ
と
落
語
風
で
す
。 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
煤
逃
げ
に 

親
子
が
登
場
し
た
の
が
、
な
に
や
ら
愉
快
で
し
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
特
選
。
ま
る
で
落
語
で
す
ね
！ 

三
恵
さ
ん
・
・
・
落
語
の
ネ
タ
に
出
て
き
そ
う
な
、
コ
ミ
カ
ル
な
場
面
。
果
た
し
て
こ
の
後
は
い
か
な
る
展
開
に
な
っ
た 

の
か
、
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
実
体
験
で
し
ょ
う
か
。 

時
雨
る
る
や
人
力
車
夫
の
雨
合
羽 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

  

孤
舟
選
者
・
・
・
走
行
中
に
時
雨
に
逢
い
、
客
に
雨
傘
を
渡
す
と
共
に
、
自
分
も
雨
合
羽
を
纏
う
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
車
夫
と
は
体
力
の
い
る
仕
事
、
雨
の
中
頑
張
っ
て
い
る
車
夫
へ
の
エ
ー
ル
の
よ
う
な
。
。。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
晴
れ
て
も
雨
で
も
人
力
車
を
走
ら
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
車
夫
は
準
備
万
端
合
羽
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 

七
点
句 

鯛
焼
き
を
英
語
で
売
買
人
形
町 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
外
人
も
鯛
焼
き
食
む
や
人
形
町
」
で
も
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
私
も
人
形
町
で
鯛
焼
き
を
買
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
あ
ん
な
処
ま
で
外
人
観
光
客
が
来
て
い
る
の
か
と
驚 

き
ま
し
た
。 

旅
路
来
て
一
期
一
会
の
囲
炉
裏
端 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
旅
館
の
夕
食
時
、
囲
炉
裏
端
の
食
卓
を
囲
ん
で
、
ふ
る
さ
と
自
慢
に
花
が
咲
く
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
心
温
ま
る
、
旅
の
一
コ
マ
で
す
ね
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
民
宿
の
囲
炉
裏
を
か
こ
み
談
話
す
る
旅
行
客
達
、
中
七
の
「
一
期
一
会
」
が
効
い
て
い
る
。 

曰
く
あ
る
マ
フ
ラ
ー
ば
か
り
失
く
し
け
り 

 
 
 
 

亜
也 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
真
知
子
晩
年
の
嘆
き 

❮

あ
ら 

あ
の
日
の
マ
フ
ラ
ー 

何
処
に
仕
舞
っ
た
の
の
か
し
ら
   ❯

~ 

忘
却
と
は
忘
れ
去
る
事
な
り 

康
敏
さ
ん
・
・
・
日
に
よ
り
寒
暖
の
差
が
激
し
い
、
う
っ
か
り
と
マ
フ
ラ
ー
を
何
処
か
へ
置
き
忘
れ
て
き
た
。
妻
の
編
ん 

だ
も
の
、
張
り
込
ん
で
買
っ
た
バ
ー
バ
リ
ー…

と
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
正
に
こ
の
通
り
で
す
！ 

隆
さ
ん
・
・
・
・
高
校
入
学
に
父
が
買
っ
て
く
れ
た
セ
イ
コ
ー
フ
ァ
イ
ブ
は
何
処
へ
。 

 

六
点
句 

小
話
で
始
ま
る
句
会
年
の
暮 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
国
護
さ
ん
の
軽
快
な
創
作
小
話
が
、
納
め
句
会
に
華
を
添
え
て
く
れ
た
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
年
の
暮
の
句
会
へ
の
挨
拶
句
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

隆
さ
ん
・
・
・
・「
小
話
で
口
火
を
切
る
や
暮
れ
句
会
」
で
も
。 

紀
久
男
・
・
・
・「
小
話
」
は
「
小
噺
」
の
方
が
雰
囲
気
が
あ
っ
て
佳
い
と
思
い
ま
す
が
。
。 

天
上
に
身
動
ぎ
も
せ
ず
寒
の
星 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
あ
ま
り
の
寒
さ
に
、
星
た
ち
が
凍
て
つ
い
て
動
け
な
い
。 

長
旅
を
終
へ
て
柚
湯
に
溶
く
る
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
疲
れ
た
時
の
お
風
呂
は
最
高
、
疲
れ
が
お
湯
に
溶
け
て
ゆ
く
ぅ
ー
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
柚
湯
に
溶
く
る
・
・
旅
も
愉
し
か
っ
た
が
、
何
と
云
っ
て
も
家
。
言
葉
の
選
択
が
絶
妙
で
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・‶

柚
湯
に
溶
く
る
ま
で
〟
さ
ぞ
疲
れ
が
薄
ら
い
だ
で
し
ょ
う
。 
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五
点
句 

薪
は
ぜ
る
音
合
の
手
に
炉
辺
話 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
薪
は
ぜ
る
音
を
合
の
手
と
す
る
と
は
ぴ
っ
た
り
の
表
現
で
す
ね
。 

酌
み
交
わ
す
九
谷
の
猪
口
や
忘
年
会 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・ 

九
谷
焼
の
猪
口
で
忘
年
会
、
良
い
で
す
ね
。 

北
風
の
坂
吹
き
上
ぐ
る
港
町 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

び
ん 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
函
館
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
如
何
に
も
の
風
情
と
思
っ
た
も
の
の
、
日
本
海
側
の
由
で
、
ハ
テ
ど
こ
？ 

山
の
湯
の
羽
化
登
仙
や
雪
見
酒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
要
は
「
天
国
、
天
国
」
と
呟
く
気
分
。「
羽
化
登
仙
」
の
気
取
り
が
い
い
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
理
想
郷
で
す
ね
。
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。 

忘
れ
た
き
こ
と
浮
き
沈
み
ゆ
く
柚
子
湯
か
な 

 
 
 
 

盛
雄 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
忘
れ
た
い
こ
と
を 

柚
子
に
託
し
て 

さ
っ
ぱ
り
と 

一
年
を
終
え
た
い
気
持
ち
で
す
ね
。 

 

四
点
句 

カ
ー
ド
キ
ー
挿
し
極
月
の
扉
開
け 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ホ
テ
ル
で
し
ょ
う
か
、
ち
ょ
っ
と
無
機
質
で
寒
い
年
の
暮
れ
で
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
ホ
テ
ル
の
一
室
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、
そ
こ
は
十
二
月
の
世
界
。
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
点
灯
し
、 

サ
ン
タ
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
。 

新
し
き
聖
衣
の
司
教
冬
の
パ
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
再
建
さ
れ
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
の
内
部
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
い
い
時
に
パ
リ
を
訪
ね
ら
れ
ま
し
た
ね
。
信
心
の
お
か
げ
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

※
五
郎
太
さ
ん(

自
解)

  

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
の
再
開
の
日
、
司
教
ら
が
白
地
に
赤
や
緑
の
刺
繍
の
あ
る
新
し
い 

式
服
を
着
け
て
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
７
６
歳
の
カ
ス
テ
ル
・
バ
ジ
ャ
ッ
ク
の
意
匠
の
由
。 

合
格
の
嬉
し
き
知
ら
せ
冬
椿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・ 

早
々
と
合
格
の
知
ら
せ
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
多
様
な
入
学
選
抜
が
増
え
て
き
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
人
生
の
節
々
に
あ
る
合
格
は
非
常
に
重
要
な
知
ら
せ
で
す
。
冬
椿
が
き
い
て
い
ま
す
ね
‼ 

 
 

 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
合
格(

春)

、
冬
椿(

冬) 

季
重
な
り
で
す
。 

登
山
口
竿
も
て
塞
ぎ
山
眠
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・「
熊
出
没
注
意
」
の
看
板
と
共
に
竿
で
登
山
口
が
閉
鎖
さ
れ
、
山
は
長
い
眠
り
に
着
い
た
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
入
口
を
竿
で
塞
ぎ
来
年
ま
で
来
な
い
で
ね
と
山
は
眠
り
に
入
る
。
そ
の
瞬
間
を
切
り
取
り
ま
し
た 

ね
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・「
登
山
口
」
は
夏
の
季
語
だ
が
、
冬
は
竿
で
閉
ざ
さ
れ
入
山
禁
止
。
主
季
語
は
「
山
眠
る
」
で
、 

季
重
な
り
は
気
に
な
ら
な
い
。 

は
た
き
持
つ
和
尚
に
歳
暮
渡
し
け
り 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
う
ま
い
具
合
に
和
尚
が
は
た
き
を
持
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
菩
提
寺
の
和
尚
と
仲
良
く
す
る
の
は
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。 

 

三
点
句 

舞
妓
の
番
傘
下
京
は
雪
と
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
破
調
の
句
だ
が
、
凡
兆
の
「
下
京
や
雪
積
む
上
の
夜
の
雨
」
が
自
然
と
浮
か
ん
で
来
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
置
き
屋
か
ら
出
て
き
た
舞
妓
が
突
然
の
雪
に
番
傘
を
開
い
た
の
で
し
ょ
う
。 
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雪
催
古
き
家
並
の
堅
固
な
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
雨
催
と
同
様
に
口
語
で
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
事
に
し
た
い
日
本
語
。 

短
日
や
遺
影
の
母
に｢

帰
っ
た
よ｣

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

び
ん
さ
ん
・
・
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に
「
放
蕩
息
子
の
帰
郷
」
と
言
う
大
作
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
し
み
じ
み
と
し
た
福
音
書 

に
基
づ
い
た
物
語
。
許
さ
れ
た
息
子
・
・
・
い
や
、
そ
ん
な
筋
書
き
よ
り
「
帰
っ
た
よ
」
の
一
言
が
い 

い
で
す
ね
。 

友
黄
泉
へ
さ
み
し
き
師
走
寒
さ
沁
む 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
同
期
入
社
で
コ
ー
ラ
ス
活
動
の
苦
楽
を
と
も
に
し
た
友
を
亡
く
し
ま
し
た
。
ガ
ッ
カ
リ
で
す
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
季
重
な
り
で
す
・
・
師
走
と
寒
さ 

銀
杏
濃
く
並
木
の
奥
に
青
い
空 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
大
銀
杏
が
空
を
覆
う
く
ら
い
に
そ
び
え
て
い
て
蒼
い
空
は
遠
く
に
し
か
見
え
な
い
。
で
も
黄
色
と 

青
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
良
い
で
す
よ
ね
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
色
づ
い
た
並
木
と
空
の
青
さ
、
風
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

山
宿
の
扁
額
解
け
ず
年
詰
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
草
書
な
の
か
、
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
判
読
せ
ん
と
す
る
性
癖
に
親
近
感
を
も
っ
た
次
第
。
も
っ
と 

も
山
宿
に
そ
ん
な
小
難
し
い
額
な
ん
て
あ
り
ま
す
か
ね
。 

芋
名
月
語
れ
ば
尽
き
ぬ
宰
相
論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
ト
ラ
ン
プ
、
プ
ー
チ
ン
、
石
破-----

宰
相
の
話
題
は
事
欠
き
ま
せ
ん
。
名
月
を
仰
ぎ
な
が
ら
、 

語
り
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
格
言
「
組
織
は
ト
ッ
プ
以
上
に
は
大
き
く
な
れ
な
い
」「
名
月
を
語
れ
ば
尽
き
ぬ
芋
宰
相
」
で
も
。 

※
句
会
に
て
・
・
芋
名
月
と
な
る
と
、
ど
ん
な
に
遅
く
も
晩
秋
。
今
月12

月
の
句
と
し
て
は
さ
す
が
に
季
語
が 

合
致
し
な
い
で
し
ょ
う
。 

今
持
て
る
物
で
満
足
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
幸
せ
感
が
漂
っ
て
く
る
。 

晴
れ
渡
り
晴
れ
渡
り
け
り
師
走
空 

 
 
 
 
 
 
 
 

規
雄 
 
 
 

 

百
合
子
さ
ん
・
・
師
走
の
ぴ
ー
ん
と
張
り
つ
め
た
空
気
の
晴
れ
の
日
は
ま
さ
し
く
・
・
・ 

祖
母
の
味
再
現
せ
ん
と
鴨
の
汁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
料
理
の
お
上
手
な
お
祖
母
さ
ま
の
隔
世
遺
伝
で
す
か
ら 

 

き
っ
と
美
味
し
い
お
吸
物
で
し
ょ
う
ね
。 

 

二
点
句 

裏
山
の
柿
狙
ひ
を
る
鳥
数
多 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
コ
リ
ャ 

油
断
が
ナ
ラ
ネ
ェ
ー 

菰
巻
樹
や
松
が
腹
巻
き
を
し
て
る
や
う 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
中
七
の‶

松
が
腹
巻
〟
が
愉
し
い
句
に
仕
上
げ
ま
し
た
。 

義
士
の
日
や
刻
々
変
は
る
雲
の
形 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・ 

討
ち
入
り
の
日
。
そ
う
思
っ
て
み
る
と
雲
が
色
々
な
形
に
変
わ
っ
て
い
く
。 

木
星
や
衝
の
輝
き
冬
夜
空 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
巨
大
な
星 

二
本
の
太
い
縞 

ど
ん
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？ 

百
合
子
さ
ん
・
・
・12

月
上
旬
に
ニ
ュ
ー
ス
で
「
今
日
は
木
星
が
は
っ
き
り
と
大
き
く
見
え
ま
す
」
と
聞
い
た
の
で
す 

が
、
そ
の
意
味
が
こ
の
句
で
く
っ
き
り
と
し
ま
し
た
。 
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一
点
句 

凍
雲
に
蔵
王
山
頂
白
化
粧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
遅
い
冬
の
到
来
だ
っ
た
が
、
よ
う
や
く
雪
が
降
り
、
ス
キ
ー
場
も
整
備
さ
れ
た
。 

冬
ざ
れ
の
圓
（→

園
）
に
真
紅
の
梅
擬 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 
 

 
 

 
 

※
圓
は
「
園
」
に
読
み
か
え
て
採
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
作
者
か
ら
も
変
換
間
違
い
の
報
が
あ
り
ま
し
た
） 

※
く
に
お
さ
ん
（
自
解
）
・
・
季
重
り
の
句
に
な
り
ま
し
た
が
、
「
梅
擬
」
は
秋
の
季
語
な
が
ら
、
晩
秋
と
初
冬 

の
景
を
詠
む
上
で
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

寒
風
に
肩
を
狭
る
埋
立
地 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
荷
風
の
荒
川
放
水
路
沿
い
の
散
歩
を
髣
髴
。
な
お
、「
す
ぼ
め
る
」
な
ら
、
表
記
は
「
窄
め
る
」
が 

ベ
タ
ー
？ 

カ
サ
コ
ソ
と
舞
う
落
葉
よ
り
微
香
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
落
葉
の
舞
う
音
だ
け
で
な
く
、「
香
」
ま
で
感
じ
取
っ
た
感
性
は
見
事
。 

廻
り
く
る
母
の
供
養
や
三
歳
（
み
と
せ
）
の
冬 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
厳
寒
の
日
に
亡
く
な
っ
た
母
の
３
回
忌
。
頻
り
に
母
に
逢
い
た
く
な
る
。 

白
浪
や
思
い
が
け
な
い
訃
報
来
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
同
じ
こ
と
が
有
っ
た
の
で
、
身
に
つ
ま
さ
れ
ま
す
。 

 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
無
季
語
で
す
。「
冬
浪
や
思
ひ
が
け
な
き
訃
報
あ
り
」
で
は
。 

愛
で
お
れ
ば
家
主
手
折
る
や
石
蕗
の
花 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
ご
自
宅
の
庭
の
石
蕗
の
花
を
通
行
人
に
褒
め
ら
れ
て
差
し
上
げ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

心
の
交
流
良 

い
で
す
ね
。 

早
明
戦
ラ
ガ
ー
ぶ
つ
か
り
冬
の
汗 

 
 
 
 
 
 
  

 

國
護 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・~

久
し
ぶ
り 

こ
ち
ら
も 

汗
だ
く
で
し
た 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
ラ
ガ
ー(

冬)

、
冬
の
汗(

冬)
 

季
重
な
り
で
す
。 

能
登
の
人
恙
な
し
か
と
賀
状
書
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

昇 
     

盛
雄
さ
ん
・
・
・
二
重
災
害
、
惨
状
に
自
分
を
置
き
換
え
て
み
れ
ば
、
正
月
も
無
い
だ
ろ
う
。 

小
春
日
や
天
蓋
開
け
て
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー 

 
 
 
  

 
 

啓
子 

 
   

千
恵
さ
ん
・
・
・
い
く
ら
ぽ
か
ぽ
か
日
和
で
も
風
は
冷
た
い
は
ず
。
や
せ
我
慢
し
て
恰
好
つ
け
て
る
？
？
？ 

  
 
 
 
 
 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

 
 

2025

年 

一
月
二
十
三
日(

木) 

午
後
一
時
～
四
時
半 

 

し
ゃ
れ
な
あ
ど
６
階 

ビ
ー
ナ
ス
の
間 

ご
出
句
ご
案
内
：
句
会
ご
出
席
の
方
は
当
季
雑
詠
五
句 

ご
投
句
の
方
は
二
句
を
目
処
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
出
句
〆
切
り
日
程
：
令
和
七
年 

一
月
十
九
日(

日)

午
前
中 

 

  
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

令
和
七
年
が
明
け
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
お
変
わ
り
な
く
お
元
気
で
新
た
な
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
六
年
の
師
走
、
十
九
日
に
青
葉
会
納
会
、
句
会
終
了
後
、
忘
年
会
を
催
し
ま
し
た
。
句
会
ご
出
席
者
は 
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十
三
名
、
そ
こ
に
忘
年
会
に
駆
け
つ
け
ら
れ
た
お
三
方
が
加
わ
り
十
六
名
の
忘
年
会
と
な
り
ま
し
た
。 

句
会
は
世
田
谷
区
施
設
の
し
ゃ
れ
な
あ
ど
の
会
議
室
、
初
っ
端
は
、
国
護
さ
ん
の
「
小
話
（
ご
自
身
作
の
小
噺
）」

の
ご
披
露
で
一
気
に
和
や
か
に
。
い
つ
も
よ
り
少
し
多
い
メ
ン
バ
ー
で
の
句
会
は
、
い
つ
も
の
五
郎
太
さ
ん
の

司
会
進
行
で
、
皆
さ
ま
の
率
直
な
明
る
い
披
講
で
賑
や
か
な
納
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
忘
年
会
は
、
句

会
場
の
並
び
に
あ
る
銀
座
ア
ス
タ
ー
三
軒
茶
屋
賓
館
。
句
会
が
終
了
し
て
す
ぐ
に
会
場
を
開
け
て
も
ら
い
、
個

室
が
取
れ
ず
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
使
う
こ
と
を
了
解
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
一
般
客
は
入
れ
ず
に
青

葉
会
だ
け
の
お
部
屋
の
設
え
を
し
て
下
さ
り
、
気
楽
に
ゆ
っ
た
り
と
皆
さ
ま
と
歓
談
で
き
、
お
席
を
入
れ
替
え

し
つ
つ
の
良
い
忘
年
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

二
、 

佳
句
の
多
か
っ
た
師
走
の
句
会
結
果
は
、
ご
覧
の
よ
う
に
、
孤
舟
選
者
の
五
句
ご
出
句
戴
い
た
う
ち
の
三

句
句
ま
で
も
が
、
十
四
点
、
十
二
点
、
十
一
点
と
年
末
の
会
報
巻
頭
を
飾
り
、
流
石
の
選
者
！
と
感
服
致
し
ま

し
た
。
ま
た
こ
の
と
こ
ろ
上
位
入
り
を
常
と
さ
れ
て
い
る
盛
雄
さ
ん
が
十
点
、
健
介
さ
ん
、
康
敏
さ
ん
と
啓
子

さ
ん
が
八
点
と
続
い
て
お
り
ま
す
。 

茲
に
本
年
令
和
七
年
の
皆
さ
ま
の
ご
健
吟
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

三
、【
孤
舟
選
者
近
詠
】 

盃
に
浮
か
べ
飲
み
干
す
冬
の
月 

 
 
 
 

有
り
丈
の
陽
を
万
遍
に
干
大
根 

 
 
 
 

冬
北
斗
別
れ
は
あ
る
日
突
然
に 

 

 
 
 
 

広
重
の
橋
の
驟
雨
や
初
時
雨 

 
 
 
 

一
穢
な
き
宙
の
大
河
を
鷹
の
群
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
関
係
者
近
詠
】 

香
炉
振
る
神
父
は
若
し
聖
夜
ミ
サ   

康
敏 

作
者(

青
葉
会
・
康
敏
さ
ん)

談
：
私
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
所
の
ス
ペ
イ
ン
系
の
修
道
院 

の
聖
夜
ミ
サ
に
信
者
の
方
と
列
席
し
ま
し
た
。
司
祭
は
中
年
の
太
っ
た
ス
ペ
イ
ン
人
の
神
父
で
す
が
、
乳
香
の
香 

炉
を
振
る
の
は
若
い
神
父
。
近
く
に
座
っ
て
い
る
女
性
た
ち
は
「
若
く
て
あ
ん
な
に
ハ
ン
サ
ム
な
の
に
神
父
さ
ん 

と
は
、
も
っ
た
い
な
い
わ
ね
」
と
ヒ
ソ
ヒ
ソ
囁
い
て
い
ま
し
た
。
与
謝
野
晶
子
の
心
境
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ 

※
関
係
者
近
詠
は
、
青
葉
会
に
ご
参
加
戴
い
て
い
る
方
、
元
青
葉
会
で
い
ら
し
た
方
々
な
ど
を
関
係
者
と
さ
せ
て 

い
た
だ
き
、
折
に
触
れ
て
作
句
さ
れ
た
句
を
、
編
集
者
の
目
に
入
っ
た
時
に
お
願
い
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い 

て
い
る
も
の
で
す
。 

令
和
七
年
の
一
月
句
会
報
か
ら
、
只
今
お
休
み
し
て
い
る
「
森
の
座
」
の
方
々
の
句
も
、
世
話
人
の
紀
久
男
さ 

ん
と
も
相
談
し
、
可
能
な
限
り
毎
月
頂
戴
し
て
本
欄
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
計
画
中
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（
了
） 

 

令
和
七
年
一
月
吉
日 


